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ソフトバンクの紹介：次世代社会インフラ構想

AIの社会実装を念頭においた『分散型AIデータセンター』の構築
 ジオAIを１ユースケースとして検討

Regional Brain 

AI計算 
基盤 

国産Cloud  
＋ 国産AI    

AI-RAN 
(AITRAS) 

国産LLM 

量子・スパコン 
連携PF 

超分散 
コンピューティング 

基盤(xIPF) 

Brain DataCenter 

生成AI 
基盤 

北海道 苫小牧 
AIデータセンター 

大阪 堺 
AIデータセンター 

将来のAI需要に耐えうる
電力・計算リソース

地域全体最適に資する
業界横断型のデータ連携促進

国の経済安保・防災に資する
国産インフラ

特徴①

特徴②

特徴③
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ジオAI実現の課題と解決アプローチ

”AIが読める形への変換”をサポートする”共通基盤化”が必要

現状 目指す姿

衛星,ドローン,モビリティ,人流など
地理空間データの取得量が急増

地理空間情報の特性

生成AIやAIエージェントが扱いにくい まず防災で実用モデルを立ち上げ共通部分を抽出
他分野でも使える地理空間モデルへ育てる

共通の地理空間モデル構築を念頭に
AI-ready変換層を共通基盤化

データ層 連携層 AI-ready
変換層

モデル層

地理空間
モデル

アプリ層

防災特化
モデル

地理空間モデル構築の考え方

防災特化モデル
データ処理

シミュレーション

評価指標

地理空間モデル
共通基盤整備

都市計画
モデル

モビリティ
モデル

企業立地
モデル

協調領域
から

競争領域へ
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ジオAIの実装アーキテクチャ（研究会試案を踏まえた実装イメージ）

アプリ層
（サービス）

モデル層
（AIモデル）

連携層
（流通）

データ層

MCP MCP MCP

マルチモーダル基盤モデル
LLM/VLMなど 地理空間モデル

Geo-RAG

GIS（可視化・空間分析）

防災
スマー
ト

シティ

産業
立地

脱炭
素 物流 観光

イン
フラ
管理

国土
管理

ロボ
ティ
クス

領域特化モデル 領域特化モデル

エージェント

API API

責任分界

モデル・運用評価

ソブリン実行環境

データAI
マーケットプレイス

標準化

標準化

品質基準・評価

データライセンス

ガバナンス・運用層

AI-ready変換層

統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

民間データを活用する場合、
提供者に対価が還元される

商流の整備が必要

機械判読可能化、空間オン
トロジー、座標系・時系
列・縮尺・分解能の正規

化、教師データ整備などを
共通基盤化が必要

精度だけでなく
”即時性””空振り率”

”見逃し率””不確実性”
”運用有効性”

を評価対象に含める
必要性がある

ジオAIの意思決定高度化の観点で、
シミュレーションはAI提案の根拠と、

施策比較の説明責任を担う必要性がある
“GENIAC”のような汎用AI
実証とは異なり、地理空間
を主題に置いた自治体パイ
ロット実証に特化した補助

事業が必要

API,MCP実装など官民デー
タが安全かつ継続的接続さ

れるルール整備が必要

論点③

論点①

機微データのAI活用におい
て、セキュリティ性の担保
および制御された実行環境

が必要

論点②
論点④

論点⑤

論点⑦

論点⑧

民間事業者が構築したAIモ
デルなどの知財は条件付き
で民間事業者に帰属とする

ことが望ましい

論点⑥

知財の整理

「国土交通省『ジオAI研究会（第2回）』事務局資料を基に当社作成」
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AI-ready化の中核は”中間表現”の標準化

論点①：AI-Ready変換層の整備について

４次元空間IDに紐づく時系列マルチモーダルデータを時空間分解能ごとに時空間特徴量としてベクトル化する

DB機能として時系列保管、分解能変換、ボクセル化、リスク値変換、予測データ生成を想定

自然言語化を含む、機械可読な表現変換

・そのため、AI利用前に共通化する工程が不可欠である。
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AI推論結果の信頼性担保には統合シミュレーションによる根拠接続が重要
シミュレーションに基づく複数の判断材料の提示により意思決定の質を高度化

AIモデルの役割 統合シミュレーションの役割

シミュレーション結果参照

検証・説明・提案

統合による
需要性と信頼性向上

現状把握と選択肢の提示 未来予測と根拠の提示

・自然言語インターフェース
・マルチデータの横断検索
・現場状況の要約・整理
・計画の立案
・関係者別の説明文生成
・自律制御向けの指令生成

・被害予測
・社会影響予測
・最適対応予測
・What-if比較
・施策効果測定
・AIへの根拠提供

論点②：統合シミュレーションの取り組み意義について
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論点③：ジオAI実装に向けた国主導の実証の必要性

公益性

センシティブ性

国が主導する役割

国が主導する意義 GENIAC等との役割分担

GENIAC
汎用重要AI

実証枠

GeoAI特化の公共実証・補助枠整備が必要

国が仕組みとして整える

共通基盤 標準化 制度整備

民間単独では困難な要素

極めて高い公益性

避難、被害把握、インフラ被災
公共データ利用など

機微データ、責任分界
複数機関連携、制度設計

ジオAI実証枠

単なるAI実証ではないデータ流通と制度設計

公的・民間データの
保管・共有

MCPやID体系による
相互活用

データ流通を伴う
社会実装

相互補完

公的機微データ接続

AI-ready標準化

シミュレーション検証

現場ユースケース実証

ジオAIは公共性とセンシティブ性の高い協調領域として独自の制度設計が必要
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論点④~⑧：制度設計の提言

接続仕様の標準化を前提とした知財を民間に帰属させる仕組みの整備
公共資金整備の共通データセット,評価ベンチマーク,接続仕様等は公共財として設計

提言1

提言3

提言2

提言4

民間開発知財の原則 国の標準化のスコープ

民間データの商流

・モデル、AI-ready変換ロジック、アプリケーション、
業界特化ツール、シミュレーション連携の実装知財は、

原則構築した民間事業者に帰属させる
・民間投資が促進され継続的高度化のインセンティブ確保

・G空間情報センター,国土交通DPF等
国のデータ基盤へのAPI/MCP実装

・AI-ready化の基本要件
・品質評価指標（即時性,空振り率,見逃し率,不確実性,運用有効性など)

・機微データが制御されたソブリン実行環境の整備

・民間データの利活用に対する対価が提供者に
レベニューシェアとして還元されるデータAI
マーケットプレイスの商流を整える

公共財としての国の整備スコープ

・災害データアセット（パイロットユースケース）
・教師データ、インストラクションデータの整備
・空間オントロジー
・その他AI-readyな地理空間データ




